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研究成果の概要（和文）：　内陸部の岩陰遺跡における先史時代の環境および人間活動を、生物考古学(環境考古学)の
手法により総合的に研究することを目的に、長野県小海町の天狗岩岩陰遺跡の調査を行った。考古学、動物考古学、民
族考古植物学、古人類学、安定同位体分析、古DNA分析など異なる分野の連携により研究を進めた。
　縄文後期中庸の土器片が出土し、この岩陰の利用が少なくとも縄文後期にまで遡ることが明らかになった。縄文時代
後期～中世の土器片、石器、鹿角製品、炉跡の他、多数の獣骨、魚骨、炭化した麦等が出土した。弥生時代前期から古
墳時代前期にかけて形成された灰層が多数確認され、この期間に岩陰が繰り返し使われたことがわかった。

研究成果の概要（英文）： In order to investigate the environmental condition, human activities and 
resource exploitation in the past, we carried out excavations of Tengu-iwa Rock Shelter in Koumi, Nagano 
Prefecture. Researchers in the fields of archaeology, zooarchaeology, palaeoethnobotany and 
palaeoantholopology closely collaborated in this project. Analytical methods such as stable isotope 
studies and analysis of ancient DNA were also integral parts of the research.
 During the 3 seasons of excavation, we recovered materials dated from the Late Jomon to the Middle Ages. 
These include pottery, stone and bone/antler tools, faunal and floral remains. A number of ash deposits 
were identified in the layers between the Early Yayoi to the Kofun Periods, indicating that the Rock 
Shelter was repeatedly visited and activities mainly related to hunting were carried out.

研究分野： 環境考古学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ヨーロッパや西アジアの晩氷期の洞窟や

岩陰では、出土する動植物遺存体や炭化物の
詳細な研究にもとづく古環境や生業活動の
復元を目的として生物考古学的な調査が数
多く行われている。日本では 1970 年代から
環境情報・生活情報を抽出する新しい科学分
析手法が次々に開発・実施されるようになり、
環境考古学調査が盛んになった。これまで環
境考古学調査の対象となる遺跡は海岸部の
貝塚、海蝕洞窟遺跡、低湿地の埋没遺跡が多
く、内陸部の岩陰遺跡での調査は多くが土器
編年研究に偏りがちで、遺跡の古環境情報を
遺構や人工遺物の検出と関連させつつ有効
に抽出する試みは少なかった。 
本研究の研究チームは科研費等の助成を

受けて長野県南東部の相木川流域で調査を
継続してきた。研究分担者である山田昌久は、
2007 年より長野県南東部の相木川沿いで岩
陰の踏査を行った(亀井・山田 2008; 亀井・
姉川・山田ほか 2009）。天狗岩岩陰遺跡（小
海町）では、1995 年に佐久考古学会による
試掘調査が行われた際、弥生時代から古墳時
代にかけての遺物と灰層が確認されており
（中沢・堤 1999）、動植物遺存体が良好に
保存されていることが予想された。このこと
から、天狗岩岩陰遺跡を調査対象として選定
し、本研究のメンバーを中心に、2011 年より
調査を開始した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、内陸部の岩陰遺跡におけ
る先史時代の環境と人間活動を、生物考古学(
環境考古学)の手法により総合的に研究する
ことである。植生や動物相の変化とそれに対
応する人類の生業や居住の変化を明らかにす
る。長野県小海町の天狗岩岩陰遺跡を対象に
、考古学、動物考古学、民族考古植物学、古
人類学、安定同位体分析による食性や環境の
研究を行い、高精度の古環境情報と遺構や人
工遺物に関する考古学的情報を統合する研究
手法を確立することを試みた。 
この遺跡では、1995年、2011年、2012年に

行った発掘調査で、弥生時代前期から古墳時
代前期にかけての土器片、石器、鹿角製品、
炉跡の他、多数の獣骨、炭化した麦等が出土
していた。相木川の上流には、縄文時代草創
期～早期の遺跡で膨大な量の動物遺存体と12
体の人骨を出土した栃原岩陰（国史跡）があ
ることから、調査の第２の目的は、さらに下
層の縄文時代の文化層を確認し、天狗岩岩陰
遺跡の利用がいつごろまでさかのぼるかを明
らかにすることだった。第３の目的は、山間
部での縄文時代から弥生時代への移行の詳細
を解明することである。この遺跡では動植物
遺存体が豊富に出土することが予想され、平
野部に稲作農耕が導入された弥生時代におけ
る、山間部の岩陰遺跡を利用した集団の生業
基盤、平野部の集団との関係なども明らかに
できると期待された。 

 
３．研究の方法 
 岩陰遺跡では、落石による発掘中の事故を
防止する安全対策が必須である。本研究は、
鉄骨の支柱と屋根を設置し、調査参加者の安
全を確保するという、これまでにほとんど例
のない調査方法をとった。発掘区を拡大する
際、この支柱と屋根を適宜拡張した（写真）。
発掘を進めると、過去の落盤により堆積した
岩が次々と露出し、さらに掘り下げることが
困難となるため、落石を削岩機で砕いて取り
除く作業を適宜行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (1) 古環境・古気候の復元 
 天狗岩岩陰遺跡では炭化物や獣骨などを
伴う複数の灰層が検出された。植物利用と植
生の変化を詳細に捉えるため、灰層の土壌を
定量的にサンプリングし、フローテーション
法により微小な動植物遺存体を回収・分析し
た。炭化した野草や雑草の種子、炭化木材、
微小動物骨の種類組成により古環境と古気
候の復元を行った。 
(2) 生業・食性の復元 
 出土動物骨とフローテーション法によ

り回収した炭化種子の同定分析を行った。上
記の高精度・高解像度の古環境復元データと
あわせ、これまで資料が少なかった内陸部の
遺跡における生業の詳細を明らかにした。動
物、植物が利用された季節の推定と、遺構の
出土状況とをあわせて、岩陰を利用した季節
や期間などの居住パターンの解明を試みた。
主要な獲物であったシカ・イノシシの出土骨
をもとに、齢構成分析を行い、狩猟の季節推
定と、狩猟圧の程度を考察した。さらに、出
土獣骨の安定同位体分析による食性の復元
を実施した。 
出土したイノシシとオオカミの骨サンプ

ルを用いて古 DNA 分析を行い、それぞれ現
生イノシシ個体群、博物館等に所蔵されてい
る日本オオカミ標本と比較した。 
(3) 遺跡の層序と年代 
 出土土器片の形式にもとづく文化層の編
年は、長野県の土器形式に詳しい研究分担者
と研究協力者が担当した。落石によるかく乱
等により、層序が非常に複雑な部分があるの
で、放射性炭素年代測定用のサンプルとして
炭化物や獣骨を採取し、測定を行った。調査
方針を決めるため、翌年の調査までに、C14
年代測定の結果と土器形式など出土遺物に



もとづいた編年を対照して層序を検討しな
おす作業を行った。 
 
４．研究成果  
2012-2015 年に３回の発掘調査を行い、縄

文時代後期～中世の土器片、石器、鹿角製品、
炉跡の他、多数の獣骨、魚骨、炭化種子等が
出土した。 
本研究では岩陰遺跡において古環境復元

と資源利用、生業活動に関する情報を有効に
抽出する調査研究方法をデザインする努力
を行った。発掘調査と併行してフローテーシ
ョン作業を行い、微細な動植物遺存体や炭化
物の検出を進めることで動植物遺体の密度
や出土状態に関する情報を発掘担当者にフ
ィードバックした。発掘担当者と環境考古学
研究担当者の連携を緊密にすることで、発掘
やサンプリングの方法を検討しながら柔軟
に調査を進めることができた。 
 調査の目的の１つは、天狗岩岩陰の利用が
縄文時代までさかのぼるかどうかを確認す
ることであった。2015 年の調査で、縄文後
期中庸～末の土器片が出土した。土器が出土
した付近から採取した炭化物の放射性炭素
年代測定結果は、較正年代で 1500BC 前後を
示し、天狗岩岩陰の利用が少なくとも縄文後
期にまで遡ることが明らかになり、目的を達
することができた。 
 主に弥生時代前期から古墳時代前期に

かけて形成された灰層が多数確認され、この
期間に岩陰が繰り返し使われたことがわか
った。古墳時代の層からは土器片、鉄族、角
座部が切断されたシカの頭蓋骨が出土した。
弥生時代の層からは土器片、石鏃、加工痕の
ある鹿角破片が多数出土した。また、河原石
の台石が数個検出され、周囲から鹿角・動物
骨・弥生時代中期前半の土器と、灰の堆積が
出土した。この遺構は狩猟したシカなどの動
物の解体・骨角器加工の作業場だったと考え
られる。平野部に稲作農耕が導入された弥生
時代において、山間部の岩陰は狩猟キャンプ
として機能し、短期間の滞在が繰り返された
ことが示された。 
 2014 年の調査では人骨が出土し、3-4 才の
幼児の骨と鑑定され、年代測定により平安時
代のものとの結果が得られた。墓壙は検出さ
れず、下顎骨と四肢の一部の骨のみの出土で、
原位置ではなかったが、岩陰が墓としても利
用されたことがあった可能性がある。 
 フローテーション法により、炭化米、ムギ
が検出された。直接年代測定をした結果、イ
ネは弥生時代中期、ムギは中世のものと確認
された。縄文時代後期〜晩期の層からは、オ
ニグルミ、エゾエノキ、ウルシ属、サンシ
ョウ属などの種実が検出されたが、栽培植
物は確認されていない。弥生時代の層から
はクリ、オニグルミ、マタタビ属などの堅
果類やベリー類と共に、栽培穀物のイネ、
アワ、キビが発見された。農耕が始まって
以降も、野生植物を含む多角的な植物資源利

用が継続していたことが示唆された。 
 動物遺存体は 3000 点あまり出土した。ニ
ホンジカ、ついでイノシシの骨が多く、これ
らが主要な獲物であったことを示す。このほ
か、カモシカ、キツネ、ニホンザル、ツキノ
ワグマ、ニホンオオカミ、ウサギ、鳥類が出
土した。出土動物のうち、唯一の家畜はイヌ
である。水産資源も利用されており、サケ科
の椎骨、イワシの椎骨、カワシンジュガイが
出土している。イワシの出土は海産魚が山間
部まで持ち込まれたことを示す。貝類は陸生
のキセルガイ、カタツムリが多いが、これら
は人為的に持ち込まれたものではないと思
われる。 
動物種の構成には時期的な変化はみられ

ず、近隣の縄文時代の遺跡である栃原岩陰遺
跡から出土した動物種の構成・割合とも類似
する。山間部では、縄文時代から古墳時代に
至るまで動物利用にあまり変化がなく、近隣
に生息する野生動物の狩猟が継続していた
と考えられる。 
 ニホンオオカミの骨は 2012 年の調査で３
点出土し、うち指骨１点のミトコンドリア
DNA 解析を行った結果、東日本に分布したニ
ホンオオカミと同じ系統に属することがわ
かった（岐阜大学・石黒直隆教授による）。 
 動植物遺存体の分析結果、灰の堆積が多数
検出される一方、遺構は炉と解体作業場が出
土しただけであることなどから、天狗岩岩陰
は縄文時代から中世に至るまで繰り返し利
用されたが、一回の滞在はおそらく短期間だ
ったと推定された。古墳時代までは、山間部
の狩猟拠点、獲物の解体加工場所としての機
能が重要だったと思われる。また、出土した
動植物遺存体の分析からは、平野部で農耕が
始まった弥生時代以降も、山間部では多様な
野生動植物資源が利用されていたことが示
された。一方、土器や出土した栽培植物から、
弥生時代以降には、周辺の佐久平などとの密
接な関係がうかがわれ、平野部の集落の構成
員が狩猟活動などのために一時的に岩陰に
滞在した可能性が示唆された。 
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裏亮平・佐藤孝雄編), pp. 268-272, 六一書
房. 
 
〔その他〕 
＜報道＞ 
信濃毎日新聞 
「天狗岩岩陰遺跡で発掘」2013 年 8月 20 日 
 
＜アウトリーチ活動＞ 
遺跡現地説明会（主に地元の一般市民 50 名
前後が参加） 
 2013 年 8月 25 日 
 2014 年 8月 24 日 
 2015 年 8月 23 日 
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